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司会（常田）　対談をはじめたいと思います。さきほどご紹介いたしました
吹田市国際交流協会の橋口様と、GLOCOL教員の福田さんとの対談です。
よろしくお願いいたします。それではどうぞ。
福田　こんにちは。GLOCOLの福田と申します。本日は、さきほどもご紹
介がありましたとおり、GLOCOLが吹田市国際交流協会（SIFA）と一緒にお
こなっておりますハロハロSQUARE（スクエア）という、外国にルーツをも
つ子どもたちの学習支援事業について、対談形式でお話をさせていただ
きます。こちらが現在SIFAでハロハロSQUAREを担当されておられます橋
口裕子さんでございます。
橋口　よろしくおねがいします。
1. ハロハロSQUARE（スクエア）の立ち上げの経緯
福田　まず、私から簡単にどうしてこういうことをやりはじめたのかにつ
いて、お話したいと思います。
　最初にご紹介がありましたとおり、私は外国にルーツをもつ子どもの
専門家というわけでも、日本語教育の専門家というわけでもございませ
ん。それとはかけ離れたところにおりました。ですが、2011年6月にSIFA
の方と大阪大学の外国語学部の学生数名があつまった会議がありまして、
そこにある先生の代理として、私が参画することになりました。そこで、
SIFAさんの方から外国にルーツをもつ子ども（当時中学生）のサマースクー
ルをやりたいというお話がありました。ついては、大阪大学の外国語学
部の学生を中心として、大阪大学の学生に参加してもらえないかと、そう
いうお話があったと記憶しています。6月、7月と何回か会合をもちまして、
8月に阪急山田駅の近くにある夢つながり未来館という建物の中で、サ
マースクールをおこないました。サマースクールをやってある程度の感触
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をえて、10月から外国にルーツをもつ子どもたちのための放課後教室を、
GLOCOLとSIFAでやっていこうという話になりました。
　「外国にルーツをもつ子どもたちの放課後教室」という名前では長いの
で、名前はどうしようかと議論をしました。そして、たしかタガログ語だっ
たと思いますが、「ごちゃまぜ」を意味する「ハロハロ」という言葉をとりま
して、「ハロハロSQUARE」という名前で、開校されております（ハロハロ
SQUAREは、現在、阪急南千里駅近くにあるSIFA内で開講されています）。
　それからいろいろと、SIFAさんの方がご努力なされました。生徒も当初
は中学生だけだったのですけれども、いまでは小学生、高校生とひろまっ
てきました。ボランティアの方も、当初は学生だけだったのですけれども、
いろいろな方にひろまっているようです。
2. ハロハロSQUAREの現在
福田　それでは、いまの現状について橋口さんの方からお話いただけた
らと思います。
橋口　いま福田先生からご紹介いただきましたハロハロSQUAREですが、
お話をきいていて、そういえば最初は中学生だけだったんだなと、思い出
しました。ハロハロSQUAREがどんな場所かを一言でいいますと、外国に
ルーツをもつ子どもたちとボランティアの方が一緒に学習をするところで
す。もちろん外国から来て間もない子どもは、日本語がまだ日常会話も十
分でないこともあります。何年かすると日常会話では、日本語が上手だな
と思われる子どもも多いのですが、教科書にでてくるような学習言語とよ
ばれる日本語の習得はかなりの年数を要します。そんな子どもたちの学校
での勉強を補う形で、ボランティアさんとの学習をする場所となっていま
す。
　またもう一つの機能として、そういった子どもたちが安心できる居場所
でもあります。学校ではなかなか質問できないこと、あるいはお家でお
父さんやお母さんではわからないことが、この場所ではボランティアさん
に気軽に聞けます。また、外国にルーツをもつ友達が集まってくるところ
でもあります。そして、大人でも先生やお父さんやお母さんとはまた違っ
た存在の、ちょっと甘えることができたり、気楽に話すことができるボラ
ンティアさんと、日本語が十分でなくてもゆっくりきいてくれる、ゆっくり
話せるという点で子どもたちの居場所にできればと常々思っております。
福田　現在、ハロハロSQUAREに来てくれる子どもさんは、小学生から高
校生までいて、なかには立ち上げの頃には中学生だった子が高校生になっ
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ているということもありますね。
橋口　そうですね。
福田　現在の具体的な活動について、もう少し詳しくお伺いしたいと思い
ます。
橋口　はい。先生がおっしゃったとおり、いまは小学校2年生から高校2
年生までの子どもたちがいます。高校生は中学生から来ている子どもたち
で、いまはボランティアの数が足りないときには、小学生の指導にボラン
ティアとして参加してくれることもあります。
　活動は週1回夜6時から、ボランティアさんと子どもが、基本的には1
対1になるように設定して勉強をしています。学習する内容は、あくまで
も学校の勉強を補うかたちということで、自分がしたい勉強をします。学
校の宿題や、まだ日本語が十分ではない子どもには日本語の教材をつかっ
たりして勉強をします。勉強の他にも、小学生の小さい子を中心に、ゲー
ムタイムを取り入れたり、学期終わりにはお楽しみ会を企画したりして、
子ども同士、あるいはボランティアさんと交流を深める楽しい時間もつく
るようにしています。
　ボランティアさんは、今年は継続して来て下さっている方が15名いらっ
しゃいます。子どもの参加人数に応じて、いまは各回10名前後となるよ
う交代で来ていただいています。子どもは小学生が6名、中学生が5名、
高校生が3名と、だいたい継続して来ている子が14名おります。ボランティ
アさんの方は、子どもと対応する時間の他に、終わってから短時間のミー
ティングをおこなったり、年に数回じっくり活動について振り返る勉強会
をおこなったりしております。本当に大きな協力をいつもいただいており
ます。
福田　うちの大学からもかなり学生がお世話になっているのですが、そう
いったボランティアに来る方々に対して何か気をつけていることとか、あ
るいはこういうふうにしてくださいという指示がありましたら教えてくださ
い。
橋口　ボランティアの方に活動していただきやすいようにと毎年考えてい
るのですが、今年度に関しましては、4月のスタートにあたって「ボランティ
アガイド」というものをお配りしました。そこにはボランティアさんが具体
的にわかりやすいように、つづけていただきやすいようにと、活動の説明
を書いています。そのなかでとくに外国にルーツをもつ子どもたちの場所
ならではのお願いが二つあります。一つ目が「やさしい日本語」をつかって
くださいということです。子どもの対応ということで年齢に応じた言葉と、
わかりやすい日本語が必要です。大人がつかう日本語、漢字の熟語など
は本当に難しくて、伝わらないことが多いです。それでは学校できいてい
るのと同じになってしまいますので、外国から来た子どもでもわかりやす
い、やさしい日本語で伝えてあげてくださいとお願いしています。もう一
つは、心に配慮してくださいということです。小さい子どもから思春期ま
で、大変気持ちのゆれ動きやすい年齢ですので、そのあたりに気をつけて、
傷つけるような何気ない一言を発したりしないようにとお願いしています。
それらを、みなさん本当によく配慮してくださっています。
福田　「純粋」というと語弊がありますけれども、日本でうまれ育っている
者からは少しわかりづらい、外国にルーツをもつことからくる独特な負担、
そういうのに配慮されていらっしゃいますね。こういった学習支援をやり
ますと、塾とどこが違うのかという話がどうしてもでてくるのですけれども、
こうした配慮ができるところが普通の塾とは違うところなのではないかと
思っております。
橋口　ありがとうございます。
3. ハロハロSQUAREにおける社学連携の課題
福田　運営をしていくうえで、いろいろなご苦労や課題があると思います
が、いまはどのような課題があるのか教えていただければ幸いでございま
す。
橋口　課題は常々ありますが、大きな課題だけ申し上げますと、一つ目
は子どもたちの対応に関してです。これは、全ての子どもにいえることな
のですが、子どもというのは、一人一人違う問題をそれぞれ抱えていると
思います。私たちハロハロSQUARE、SIFAでそのすべてを、一人一人につ
いて解決し、完璧にクリアするということはなかなか難しいことだと思い
ます。私たちがどこまで関わっていくかというのは、スタッフとしての永遠
の課題になるかと思います。ただ私たちがいつも気をつけているのは、私
たちだけで問題を解決しようとするはやめておこうと。学校や家庭、地域
の専門機関、他のボランティア団体など、連携できるところとは連携して、
できることから解決していくように進めていこうと心掛けています。
　また、運営面でもいろいろな課題をもっています。まずボランティアさ
んと、子どもの人数というのが毎年みえないので、そのバランスをどう保
つのかが難しいところです。昨年度はボランティアさんが少なく、子ども
がたくさん来ていたので、お一人につき子どもを2 ～ 3人みていただくよう
な状態もつづきました。御協力を体力的にもいただいていたかと思います。
今年はありがたいことに、つづけて来てくださっているボランティアさん
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が非常に多いので安定しています。ただそのなかでも、来ていただく回数
のバランスを保ったり、小学生向けか中学生向けかとか、「この子はお母
さんぽい人がいいな」とか、そういうマッチングの難しさもあります。どの
方に、何回くらい来ていただいてというところを調整しながらも、来てい
ただくボランティアさんには、こちらから指示するのではなく主体的にやっ
ていただけるよう、気をつけています。これらが、主な課題です。
福田　ありがとうございます。うちのセンターとSIFAは現在協定を結んで
おります。さきほど新しい協定をいただいたところですけれども、授業で
もSIFAには非常にお世話になっておりまして、グローバル共生実践演習
という、2012年度からおこなわれている授業で、そこの実習先としてハロ
ハロSQUAREに毎年何名か学生をおくっております。そこで、大学機関と
SIFAが連携して何かよかったこととかありましたら、おしえていただけれ
ばと思います。
橋口　GLOCOLさんとは立ち上げ時から、違う視点からいろいろな考えを
出し合って、いっしょにできたことをすごくよかったと思っております。私
たちも教育の専門家ではないのですが、私たちスタッフだけでは気がつ
かない部分にご意見をちょうだいすることができました。また、最初から
学生のみなさんを交えてのミーティングということで、実際にボランティ
アとして参加していただく学生さんの立場からの意見をいただけたという
ことが、実践に反映できたと思っております。いま活動しているなかで、
GLOCOLさんからも学生さんの参加をいただいているのですが、SIFAの活
動では、他の事業も含めてたくさんのボランティアさんが参加、協力して
くださっています。どの事業もそうなのですが、学生さんや社会人などい
ろいろな立場の方がボランティアとして協力してくださっています。それぞ
れの立場の方が、それぞれの人にできることを力としてSIFAでする活動を
支えてくださっています。こうした、一人一人の力をあわせてという形の延
長が、大学や行政や地域の団体などの連携につながっていると私は思っ
ています。
　ハロハロSQUAREの場合には、さきほど申し上げましたように、まず外
国にルーツをもつ子どものための居場所づくり、学習をして学力をつけて
いくという目的があります。そこに加わっていただくボランティアとして学
生さんに参加していただけるのは本当に大きな意味があるのです。具体的
にどんなところがメリットになっているのかといいますと、まず一つ目は、
文字どおり学業に専念している現役であることです。また、受験勉強の経
験が非常に新しいというのも、学生さんを頼りにしているところです。勉
強の内容だけではなく、自分が受験勉強するときにこんなふうにしたよと
いうのを子どもたちに生の声として伝えて指導、支援ができるというのが
本当にありがたいところです。そして、学生さんには何よりも若さがありま
す。彼らは若くて元気で子どもと歳が近いということで、親しみやすいの
です。社会人の方には子どもにとって安心できるという魅力があると思う
のですが、学生さんには子どもに近い立場、大人の方とは少し違う立場と
いうことで、子どもたちが喜んで親しみをもつようです。そういった学生さ
んが来てくださるようになったのも、GLOCOLさんとの連携が大きく影響
していると思っております。
福田　ありがとうございます。昨年度行った学生からの手紙が、3月くら
いに届きました。非常に勉強になったと、そういった丁寧な礼状でした。
橋口　こちらにもいただきました。ありがとうございます。
福田　そのように、学生にとっては、貴重な学びの場であると同時に、
実践の場でもあると思います。勉強というのは決して教室の中でおこなう
座学だけではなくて、世にでていって学ぶことも非常に重要なことだと思っ
ております。その自分の学びを自分にとどめておくのではなくて、SIFAに
フィードバックするとかそういったかたちで、うまくWin-Winの関係を今
後ともつくることができれば、もっと幅広いことができると思います。もし、
そういったことに関してご意見とかありましたら、最後に一言、お願いい
たします。
橋口　ありがとうございます。私たちの活動は、成果が見えにくいもので
すが、なにか少しでもSIFAで学べたなということとか、いい経験になった
なというくらいでも学生さんに残っていたら本当にうれしいことです。それ
をまたフィードバックしていただいたら、私たちのこれからの活動にいか
せると思いますので、これからもお願いしたいと思います。あと、学生さ
んにとっては最終的にレポートなど目に見える成果物をつくっていくところ
が一つのゴールだと思います。ただそれとは別に、SIFAで子どもたちへの
理解をしていただいたり、こんな支援のあり方があるのだなというのを経
験し、学んだことが、大学を卒業し、社会にでたときに、そういえばあん
なときにこういうことがあったな、こんな現状、こんな支援があったとい
うことを思い出して、社会の中でこの経験をいかすことができたら、それ
は本当に、私たちの望む大きな成果だろうと思っております。そういうこ
との一人一人の積み重ねが、多文化共生の社会をつくっていくのだと思い
ます。
福田　ありがとうございました。それでは、マイクを司会の常田先生にお
返ししたいと思います。
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司会　どうもありがとうございました。貴重なお話をきけてありがとうご
ざいます。この対談の内容につきまして、ご質問やコメントなどをお願い
できたらと思います。大阪大学の関係者だけではなくて、他の大学からも
何人かいらしていますので、ぜひそれぞれの取り組みについて教えていた
だき、意見交換の場にしたいと思いますがいかがでしょうか。とよなか国
際交流協会の方、いかがでしょうか。
山本　とよなか国際交流協会から参りました山本と申します。吹田さんと
阪大さんの連携事業の取り組みのお話をきかせていただきまして、こうい
うふうにされているのだなとわかって大変参考になりました。ありがとう
ございます。
　とよなかでも特に中学校をでたあとの若者の世代の学習支援がすごい
課題になっているなと思っているところでして、小学生、中学生の学習支
援の取り組みには阪大のボランティアさんもたくさんお越し下さっていて、
居場所づくりの方で活躍していただいています。今後、特に高校入試と高
校に入った後の中退を防ぐための学習支援を夜間になんとかできないも
のかなと考えているところです。昨今、それくらいの世代の子が増えてき
ているというのが、現場だったり、子どもの支援事業をやっているなかで
感じているところです。日本生まれの子もさることながら、とくにフィリピ
ンから来られた方、お母さんが介護の仕事で来ていっしょについてくる子
どもたちの支援が、最近すごく課題になっているところなのですが、そう
いったものが新しくできたらいいなと思っています。夜間にされておられ
ますが、うちは、夜間のそういった子どもたちの居場所というのは、若者
の学習ではなくて、交流の場はあるのですが、そういった学習に特化した
事業をなんとかできないものかと、そういったところに学生さんたちの力
を借りられないものかと、ちょうど事務局の中ではなしていたところです。
今後、何か大学さんといっしょにできることがあればいいなと、お話をき
いていて思いました。今日のみなさまとの出会いが、なにかのかたちにな
ればいいなと願っております。貴重なお話をありがとうございました。
橋口　ありがとうございます。とよなかさんでは、若者の交流の場で、ダ
ンスの活動などをされているのが魅力的だと思っていまして、SIFAでもぜ
ひ紹介したいです。またいろいろなノウハウを私どもに教えていただきた
いと思っておりますので、今度ともよろしくお願いします。
司会　どうもありがとうございました。
